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◆ 「当社の強み」を活かし、グローバル・産業横断的なビジネス展開を通じて価値を提供

中経 年目にあたり

トラックレコード

⚫ 兆円規模のキャッシュ創出力を継続

⚫前期に続き当期利益 兆円超え達成

⚫バランスシートの厚み

ポートフォリオ
マネジメント

⚫先進国と新興国に跨るグローバルなポートフォリオ分散

⚫各業界を代表する世界中のパートナーとのプロジェクト

⚫早期収益貢献と長期収益基盤の両立

磨き上げた
コア機能・体制

⚫先鋭化された商社機能

⚫成長を支える高度なリスクマネジメント

⚫約 年にわたるグローバルマトリクス体制

⚫進化を続けるガバナンス体制



投資

株主還元

兆円

投資

株主還元

兆円超

◆キャッシュ創出力は着実に成長
◆成長投資と株主還元、双方の向上を両立

キャピタル・アロケーション

中経 実績
年間累計

中経 見通し
年間累計

キャッシュ・イン

兆円

キャッシュ・イン

兆円兆円

基礎営業
キャッシュ・フロー

兆円

資産
リサイクル

兆円

株主還元

兆円

基礎営業
キャッシュ・フロー

兆円
期実績

兆円

資産
リサイクル

兆円
期実績

兆円超

株主還元

兆円
期予定

兆円
期予想

兆円

投資

兆円超

投資

兆円
期実績



◆ コア領域で な収益基盤の構築、
さまざまな産業における課題解決に向けた取組みの継続

⚫当社プレゼンス・パートナーシップ・トラックレコードを梃にした
希少な機会の獲得

⚫優良資源積増しを通じた収益基盤の更なる盤石化

期資源開発

期 ⚫モビリティ事業群形成・強化 事業群数： 期 → 期 → 期
⚫船舶バリューチェーンの強化機械・モビリティ

期インフラ・
デジタルインフラ

⚫インフラ事業の安定操業と新規優良案件開発 電力、資源インフラ
⚫サプライチェーン強化に資する物流インフラ強化

＜インフラ＞

＜デジタルインフラ＞

⚫アルティウスリンクデジタル ＊サービス拡大

兆円

中経期間
成長投資見通し

億円

＊ 。事務処理に係る一連の業務のアウトソーシング



⚫長年にわたり培った知見、パートナーシップを梃にした
優良案件の獲得

⚫新規天然ガス・ 事業の生産開始に向けた着実な計画実行
⚫脱炭素対応を通じた既存資産の競争力強化

⚫クリーンアンモニア製造事業最終投資決断
⚫多様な低炭素メタノールの製造
⚫次世代燃料製造・安定供給への取組み

◆天然ガス・ 事業をコアとした安定収益基盤の拡充
◆脱炭素社会の実現に向け、先進国・新興国のバランスも兼ね備えたポートフォリオを構築

⚫再エネ発電事業の着実な立ち上げと石炭火力発電事業売却の進捗
⚫直接還元法を用いた低炭素鉄源製造事業の推進
⚫ 知見、産業横断的ネットワークを活かした ＊の立上げ
⚫自然由来の排出権事業、及びバイオマテリアル事業検討の推進

億円

兆円

中経期間
成長投資見通し

＊二酸化炭素の回収・貯留をサービスとして顧客に提供する事業 

期脱炭素

次世代燃料

天然ガス・ 期

次世代燃料 期



ニュートリション ⚫東南アジア最大の漢方薬製造販売事業への参画
⚫食やウェルネス事業との連携強化を通じた未病・予防ソリューションの拡大

期

⚫新たな事業獲得による鶏・エビを中核とした
タンパク質事業群形成

⚫飼料原料調達・製造を核とした
タンパク質 の強化、事業間シナジーの実現

◆ コア事業の競争力強化、市場成長・ニーズを的確に捉えた事業群戦略を推進

億円

兆円

中経期間
成長投資見通し

タンパク質 期

⚫ を中核とするヘルスケア事業を通じたアジア市場の成長の取込み
⚫完全子会社化したエームサービスの収益構造改革、国内フードサービス事業の強化ウェルネス 期



期
実績

期
実績

期
予定

期
実績

期期
予想

年 月公表時の下限配当

累進配当＊＊

◆ 月 日を基準日として株式の 分割を決定
◆年間下限配当を 期から株式分割考慮前で 円 株＊ 前期比 円 年 に引上げ
◆大型資産リサイクルの実現を含めたキャッシュ・インの増加も踏まえ、 億円の自己株式取得を決定
◆基礎営業キャッシュ・フローの 年間累計に対する株主還元割合は 超を見込む

株主還元方針と株式分割

中期経営計画 の実績： ％
基礎営業キャッシュ・フロー
に対する株主還元の割合＊

中期経営計画 見通し
％超

当期利益
に対する総還元性向

単位：円 株、億円

■自己株式取得
■配当総額

●一株当たり配当

中期経営計画 見通し
％超

＊ 株式分割考慮後の年間配当は 円 株 ＊ 還元総額÷基礎営業キャッシュ・フロー ＊ 中期経営計画 の 年間を対象に配当維持または増配を行う
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◆基礎営業キャッシュ・フローは 期連続、当期利益は２期連続で 兆円規模
◆ 兆円規模の基礎営業キャッシュ・フロー継続を見込む

年 月期通期実績、及び 年 月期事業計画

＊ 営業活動に係るキャッシュ・フロー 期： 億円 運転資本の増減に係るキャッシュ・フロー 同：▲ 億円 リース負債の返済による支出額 同： 億円
＊ 本資料では、当連結会計年度の「当期利益 親会社の所有者に帰属 を「当期利益」と表記

＊ 株式分割考慮前。株式分割考慮後の年間配当は 円 株

＊ 従業員向け株式報酬のための自己株式取得 億円を 年 月期実績に含まず

年 月期
実績

年 月期
実績

増減
前期比

年 月期
事業計画

基礎営業
キャッシュ・フロー＊ 億円 億円 ▲ 億円 億円

当期利益＊
億円 億円 ▲ 億円 億円

％ ％

一株当たり配当 円 株 円 株 円 株＊

自己株式取得＊ 億円 億円 億円



◆中期経営計画に沿って成長投資を着実に実行。資産リサイクルは大型案件の実行も含め着実に進捗

キャッシュ・フロー・アロケーション 実績

中期経営計画
期

年 月期
実績

主な実績

キャッシュ・
イン＊

基礎営業
キャッシュ・フロー

ー

資産リサイクル

キャッシュ・イン合計

キャッシュ・
アウト＊

事業維持

成長投資

自己株式取得
＊

配当

キャッシュ・アウト合計

■■■■金属資源

■■■■ エネルギー

■■■■機械・インフラ

■■■■化学品

■■■■鉄鋼製品

■■■■生活産業

■■■■次世代・機能推進

マネジメント・
アロケーション＊2

■■■■ 石油・ガス ■■■■ 鉄鉱石・原料炭

■■■■
■■■■ アルティウスリンク＊ ・
■■■■ エームサービスの追加取得
■■■■ ＊

■■■■ ＊ ・ ・
■■■■ ＊ ・
■■■■ 天然ガス開発＊

■■■■ 事業＊ ・

■■■■ ＊

■■■■ 航空事業
■■■■

■■■■ ＊

■■■■
■■■■

＊ 定期預金の増減は除く
＊ 投資機会と事業環境を総合的に勘案し、成長投資と追加還元へ柔軟で

戦略的な資金配分を実行
＊ 従業員向け株式報酬の為の自己株式取得 億円は含まず
＊
＊ りらいあコミュニケーションズ株式を追加取得後に エボルバと経営統合し、

年 月 日にアルティウスリンクとして発足

＊
＊
＊
＊ 経由で

を取得
＊
＊ 再生可能天然ガス

単位：億円



◆基礎営業キャッシュ・フローと資産リサイクルの増加により、キャッシュ・インは拡大

◆ マネジメント・アロケーションを通じ、厳選した成長投資と株主還元へバランス良く配分

キャッシュ・フロー・アロケーション 予想

中期経営計画
年累計
年 月公表

中期経営計画
３年累計見通し

年 月公表

キャッシュ・
イン

基礎営業キャッシュ・フロー

資産リサイクル

キャッシュ・イン合計

キャッシュ・
アウト

事業維持

成長投資

投資決定・方針確認済み

新規投資

株主還元

追加株主還元

自己株式取得

配当

配分

投 資

株主還元

総 額

拡大 配分後マネジメント・
アロケーション

単位：億円



◆ 期 億円のターゲットに対して 期時点で ＊ 億円まで進捗

◆新規事業からの 期収益貢献の積み上げは現時点で 億円

基礎収益力拡大の進捗状況

＊ 期実績から 期計画に向けて基礎収益力の拡大を見込む事業の進捗状況 ＊ 取組中案件の 期からの増益・減益の合計

億円

期
進捗

• トレーディング コーヒー等
• インフラ
• 創薬支援ファンド

ターンアラウンド ＊

赤字事業の撤退

継続的な基礎収益力の拡大 億円
既存事業強化 億円 効率化・ターンアラウンド 億円 新規事業 億円

中期経営計画

目標

• タイガス火力発電
• ・
• エームサービス
• インド大型再エネ
•

•

期中に収益貢献開始順調に強化進捗

外部環境等の影響で低迷 ▲

• モビリティ 米州自動車、船舶
• 生活産業 国内食料・流通、
• 次世代・機能推進 国内関係会社



期 期 期 期以降

• ・

• アルティウスリンク コンタクトセンター

• フィリピンインフラ

• ペルー建設・鉱山機械

• エームサービス子会社化
• 機能性食品素材

• 精米・コメ加工品

• タイガス火力 号機 ・
• インド大型再エネ

• ガス・
• 再生可能エネルギー
• クリーンアンモニア

• インドネシア企業グループ

年 月末時点

• ベトナム天然ガス
• 次世代燃料

新規案件の収益貢献開始時期

• インド鶏

• シンガポール漢方

• ファッション

• 金属資源
• モビリティ

• タイガス火力 号機 ・
•

•
米国トラックオークション

• アニマルヘルス
• ヘルスケア

• 金属資源
• モビリティ
• 農業化学

• ガス・
• 再生可能エネルギー
• 排出権

投資決定済み投資実行済み・収益貢献開始済／投資実行済み・収益貢献開始前 パイプライン案件

• 金属資源

• エクアドルエビ養殖

• エジプト鶏

◆厳選した成長投資の実行により、基礎収益力は継続的に拡大



◆企業価値・ の持続的な向上に向けた取組みを継続

企業価値向上に向けた取組み

＊ 当社が知見を有する領域またはその周辺領域で事業強化・事業群を形成することで、事業の下振れリスクを抑えながら成長を目指すもの ＊ 基礎営業キャッシュ・フロー対比の株主還元の割合

株主還元の割合＊ 、
累進配当の下限引上げ

株主還元
の強化

継続的なバランスシート
の見直し

適切な
資本構成

収益性
向上

期重点施策

⚫国内外の業界再編を機会とする複数の の実行
⚫新規参画事業の を通じた確実な期待収益の実現

⚫当社プレゼンスを梃にした長期収益基盤案件の獲得
⚫地域分散、収益貢献タイミングを考慮した複数案件の実行

⚫赤字事業のターンアラウンド、及び見極め・

コア事業の
強化

経営
での事業群形成＊

厳選した
成長投資

赤字事業の
削減

⚫保有する上場株式の積極的な縮減
⚫資本効率を意識した資産入替の加速

戦略的
リサイクルの
加速
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■

基礎営業キャッシュ・フロー 実績 セグメント別前期比増減要因

年 月期

実績 実績
年 月期

単位：億円

セグメント 増減額 主な増減要因

金属資源 ▲ ▲ 原料炭価格、関連会社配当

エネルギー ▲ ▲ 原油・ガス価格、 物流、生産量減

機械・インフラ ▲ ▲ 資産リサイクルに伴う税金増

化学品 ▲ ▲ トレーディング、中南米農業資材、飼料添加物

鉄鋼製品 ▲ ▲ 関連会社配当

生活産業 ＋ 関連会社配当、コーヒートレーディング 前期損失の反動

次世代・機能推進 ▲

その他、調整・消去 各セグメントに賦課しない経費・利息・税金等

合計 ▲

■
■▲



■ ▲ ■ ▲

当期利益 実績 セグメント別前期比増減要因

セグメント 増減額 主な増減要因

金属資源 ▲ ▲ 前期 売却、原料炭価格

エネルギー ▲
▲ 原油・ガス価格、 物流、生産量減
＋ 一過性利益

機械・インフラ
＋ 資産リサイクル益、船舶・ ・産機建機、 ・ 操業開始
▲ 再エネ・ブラジル鉄道減損

化学品 ▲ ▲ トレーディング、中南米農業資材、飼料添加物

鉄鋼製品 ▲ ▲ 関連会社減損、需要減

生活産業
＋ エームサービス公正価値評価益、資産リサイクル益
▲ プットオプション評価損

次世代・機能推進 ▲
▲ 資産リサイクル益減少、商品デリバティブトレーディング
＋ アルティウスリンク公正価値評価益

その他、調整・消去 各セグメントに賦課しない経費・利息・税金等

合計 ▲

■

単位：億円

年 月期

実績 実績
年 月期



当期利益 実績 要素別前期比増減分析

年 月期
実績

年 月期
実績

▲ ▲
▲

単位：億円

市況

為替

資源コスト・数量基礎収益力 評価性 特殊要因資産リサイクル

コスト ▲

■金属資源 ▲

・鉄鉱石 ▲
・原料炭 ▲
・銅他 ▲

■エネルギー ▲

数量 ▲

■金属資源 ▲

・鉄鉱石 ▲
・原料炭
・銅他 ▲

■エネルギー ▲

市況合計 ▲

■金属資源 ▲

・鉄鉱石
・原料炭 ▲
・銅他

■原油・ガス ▲

■前期反動

■当期合計

・エネルギー
資産除去債務

・エームサービス

・アルティウスリンク
・
・ ▲
・ ▲
・ブラジル旅客鉄道事業 ▲
・チリ銅 ▲

・
▲

・ ▲

■前期反動 ▲

■当期合計

・
・エネルギー
外貨換算調整勘定
・不動産売却
国内・海外

・
・
・
・

＜主な減益要因＞

■トレーディング
、化学品、穀物他

■利息収支
■
■ ▲
■オルドス
■商品デリバティブトレーディング
■ ▲

＜主な増益要因＞

■ 配当
■
■米州自動車
■ 配当
■コーヒートレーディング
■

■

・前期反動
・当期合計

為替合計

・連結取込
・経常為替

■金属資源

・連結取込
・経常為替

■エネルギー

・連結取込
・経常為替

■その他

・連結取込
・経常為替



主な残高・増減

年 月末バランスシート

＊ 長短債務のカッコ内数字は、ネット有利子負債
＊ 本資料では「親会社の所有者に帰属する持分」を株主資本と表記
＊ 有利子負債は長短債務からリース負債を除外して計算
＊ ネット有利子負債は有利子負債から現金及び現金同等物を控除して計算

総資産

兆円

株主
資本
兆円

ネット

倍

流動資産
その他負債

長短債務＊

非流動資産
株主資本＊

合計

非支配持分

年 月末

非支配持分

年 月末

流動資産
その他負債

長短債務＊

株主資本＊

合計

非流動資産

総資産

兆円

株主
資本
兆円

ネット

倍

単位：兆円

年 月末 年 月末比

有利子負債＊ ▲

ネット有利子負債＊ ＋

株主資本＊ ＋

・当期利益 ＋

・その他の包括利益

の金融資産

キャッシュフロー・ヘッジ

外貨換算調整勘定

＋

＋

▲

＋

・配当支払 ▲

・自己株式取得 ▲

単位：兆円



年 月期事業計画基礎営業キャッシュ・フロー
セグメント別前期比増減

年 月期

実績 計画
年 月期

単位：億円

セグメント 増減額 主な増減要因

金属資源 ▲ ▲ 鉄鉱石価格、関連会社配当

エネルギー
＋ 配当
▲ 物流

機械・インフラ ▲ ▲ 子会社の関連会社化、関連会社配当

化学品 ＋ 関係会社業績改善、トレーディング

鉄鋼製品 ＋ 関連会社配当、関係会社業績改善

生活産業 ＋ トレーディング、関係会社業績改善

次世代・機能推進

その他、調整・消去 各セグメントに賦課しない経費・利息・税金等

合計

■ ■



■▲

年 月期事業計画当期利益
セグメント別前期比増減

セグメント 増減額 主な増減要因

金属資源 ▲ ▲ 鉄鉱石価格

エネルギー ▲ ▲ 一過性利益 前期反動 、 物流

機械・インフラ ▲
＋ 資産リサイクル益、評価性 前期反動
▲ 資産リサイクル益 前期反動 、自動車・船舶事業

化学品 ＋ 関係会社業績改善、トレーディング、新規案件収益貢献

鉄鋼製品 ＋ 関係会社業績改善、関連会社減損 前期反動

生活産業 ▲
▲ 評価性・資産リサイクル 前期反動
＋ 関係会社業績改善、新規案件収益貢献、トレーディング

次世代・機能推進 ＋ 益、国内中核関係会社伸長

その他、調整・消去 各セグメントに賦課しない経費・利息・税金等

合計 ▲

単位：億円

年 月期

実績 計画
年 月期

■



年 月期
計画

年 月期
実績

年 月期事業計画当期利益要素別増減分析 年 月期比

▲ ▲
▲ ▲

▲

単位：億円

市況

為替

資源コスト・数量基礎収益力 評価性 一過性要因資産リサイクル

コスト ▲

■金属資源 ▲

・鉄鉱石 ▲
・原料炭
・銅他 ▲
■エネルギー ▲

数量

■金属資源

・鉄鉱石
・原料炭
・銅他

■エネルギー ▲

市況合計 ▲

■金属資源 ▲

・鉄鉱石 ▲
・原料炭
・銅他

■原油・ガス ▲

＜為替明細＞

■前期反動 ▲

■当期合計 ▲

・退職給付制度改定 ▲
・他複数案件

■前期反動 ▲

■当期合計

・パイトン
・
・他複数案件

為替合計 ▲

・連結取込
・経常為替 ▲

■金属資源 ▲

・連結取込
・経常為替 ▲

■エネルギー

・連結取込
・経常為替 ▲

■その他

・連結取込
・経常為替

＜主な減益要因＞

■ 物流
■自動車・船舶

＜主な増益要因＞

■関係会社収益改善

生活産業、化学品、

鉄鋼製品他

■新規事業収益貢献
タンパク質、モビリティ
機能性素材他

■トレーディング
化学品、食料他

■

・前期反動 ▲
・当期合計

＊ 年 月期より、恒常的に発生する資産リサイクル損益を基礎収益力に分類し、 年 月期分を遡及修正しています
＊ 年 月期より、基礎収益力に含まれていた一過性要因を「評価性 一過性要因」に分類し、 年 月期分を遡及修正しています



経営方針

中期経営計画 進捗

年 月期経営成績及び
年 月期事業計画詳細

補足資料



補足資料

前提条件及び感応度

金属資源：持分権益生産量及び生産量実績

金属資源：主な事業一覧

エネルギー：天然ガス・原油持分権益生産量及び埋蔵量

エネルギー：主な事業一覧 生産中アセット

発電事業ポートフォリオ

中期経営計画 進捗状況

連結損益・財政状態補足情報

セグメント別データ

主要投資先損益

オペレーティング・セグメント情報 当期 前期

成長投資の進捗 年 月 年 月

要素別・セグメント別前期比増減要因

年 月期主な公表案件一覧



中期経営計画 進捗状況

期 期 期

単位：億円

基礎営業キャッシュ・フロー 当期利益

期 期 期

＊
＊

■■■■金属資源
■■■■エネルギー
■■■■機械・インフラ
■■■■化学品

■■■■鉄鋼製品
■■■■生活産業
■■■■次世代・機能推進
■■■■その他、調整・消去

＊中期経営計画 時点公表値（ 年 月）

年 月期事業計画

■ ■ ■
■▲



◆株主資本コストを上回る の持続的な向上を目指す

中期経営計画 進捗状況 持続的な企業価値向上に向けた取り組み

期 期期

⚫中経期間累進配当導入
⚫ 円増配 円 株→ 円 株下限
⚫自己株取得 億円

⚫ 円増配（ 円 株→ 円 株下限＊

⚫新たに自己株取得 億円

⚫劣後ローン・減額リファイナンス
⚫資金調達の多様化

⚫キャッシュ創出力を踏まえた
バランスシートの継続的な見直し

⚫既存事業強化
⚫赤字事業撤退・ターンアラウンド
⚫資産リサイクル・上場株売却・持ち合い解消

の向上

収益性向上

株主還元の強化

適切な資本構成

期 期期

資本コスト低減

⚫ 発刊
⚫ 排出量 全カテゴリー開示

⚫人権デューデリジェンスの範囲拡大
⚫自然資本の開示拡充

⚫取締役会・経営会議の体制変更決定
⚫従業員向け株式報酬の継続

⚫ガバナンス体制の継続的な見直し
⚫業績連動型株式報酬の適正評価と
評価項目の見直し

⚫安定収益型のガス田開発
⚫発電事業ポートフォリオの最適化

⚫地理的に分散した成長投資の実行
⚫即効性あるボルトオン投資の実行
⚫発電事業ポートフォリオの最適化

ポートフォリオ良質化

サステナビリティ情報
開示の拡充

ガバナンス強化

＊株式分割考慮前。株式分割考慮後の年間配当は 円 株



＊ 持続可能な航空燃料 ＊ 二酸化炭素の回収・貯留をサービスとして顧客に提供する事業

タイ天然ガス

◆
第 系列出荷開始

◆ベトナム ガス

◆インド大型再エネ稼働開始
◆台湾洋上風力
◆ 国内洋上風力事業者選定

◆ メタノール事業出資
◆ 事業出資
◆英国 出資

欧州

中東

◆ ガス田生産開始
◆クリーンアンモニア
◆排出権事業の拡大

豪州

アジア

◆ ＊ 製造検討
◆マレーシア ＊

◆英国 ＊

◆
建設再開

◆ 年 月期は次世代燃料事業への参画、再エネ発電事業の などに進捗あり
◆ 年 月期、 年 月期にかけてクリーンアンモニア製造事業や天然ガス・ 事業の ・立ち上げを見込む

ターゲット 期 、 期あり姿 、成長投資約 億円

中期経営計画 進捗状況

期 期

◆
〈 事業完工〉

南米

◆バイオメタノール
事業化

期 期

◆天然ガス開発

◆低炭素メタノール製造

◆ 事業出資

北米

◆天然ガス開発
◆クリーンアンモニア
◆
第 系列拡張、 検討

◆ ＊ デモプラント製造開始
◆太陽光発電

期 期

期 期

期

期

◆オマーン
権益延長

◆クリーンアンモニア
◆オマーン還元鉄

期 期

アフリカ

天然ガス

その他

次世代燃料

再生可能
エネルギー
関連事業



◆隣接事業領域との結節点となる事業への投資を実行。タンパク質領域においては事業群形成が進捗
◆各事業群を組み合わせたエコシステムの形成と収益基盤の構築を継続

検査・診断

医療人材

病院・
クリニック

医薬品

フード
サービス

フード
サイエンス飼 料

農作物

加工食品

種子・種苗

アニマル
ヘルス

ヘルスケア
データ

肥料・農薬

ニュートリ
ション

食の安定供給 ウェルネス事業群
食・ニュートリション
バリューチェーン

タンパク質
ブロイラ－生産・

食肉加工・食品製造

畜産

エビ加工エビ養殖

水産

動物種苗

ターゲット 期 、成長投資約 億円

タンパク質事業群の形成

中期経営計画 進捗状況



氏名 当社における地位
ガバナンス
委員会

指名委員会 報酬委員会
社
外

女
性

外
国
籍

安永竜夫 代表取締役会長 ◎

堀健一 代表取締役社長、 ○ ○

竹増喜明 代表取締役副社長執行役員

重田哲也 代表取締役専務執行役員 ○

佐藤理 代表取締役専務執行役員 ○

松井透 代表取締役専務執行役員

取締役 社外・独立 ○ ● ●
内山田竹志 取締役 社外・独立 ◎ ●
江川雅子 取締役 社外・独立 ○ ◎ ● ●
石黒不二代 取締役 社外・独立 ○ ● ●

取締役 社外・独立 ○ ● ● ●
取締役 社外・独立 ○ ● ● ●

塩谷公朗 常勤監査役

藤原弘達 常勤監査役

森公高 監査役 社外・独立 ○ ●
玉井裕子 監査役 社外・独立 ○ ● ●
林眞琴 監査役 社外・独立 ○ ●

機関設計：監査役会設置会社
取締役会の諮問機関：ガバナンス委員会、指名委員会、報酬委員会

取
締
役 (

12

名)

監
査
役

名

取締役比率

社外 名

名

女性 名

名

外国籍 名

名

年 月 日開催株主総会決議を前提

計 名現 新

取締役数

計 名

＊ 取締役 名の選任について、株主総会に付議予定＊ 各諮問委員会の◎は委員長＊ 「独立」の記載は東京証券取引所及び当社の独立性判断基準を満たしていることを示す

取締役
名

昨年比
＋

昨年比
＋

取締役
名

昨年比
＋

取締役
名

中期経営計画 進捗状況 コーポレート・ガバナンス

＊ ＊

＊

＊
＊ ＊



グループ経営力の強化

◆ Corporate Strategyの実行を通じ、中期経営計画2026の実現に向けて着実に進捗

5つの Corporate Strategy

グローバルでの
多様な個の活躍推進

サステナビリティ経営の
更なる深化

「創る・育てる・展 ひろ げる」
ビジネスモデル の推進

グローバル・産業横断的な
提案力の高度化 ⚫ 既存事業の収益力強化や効率化、ターンアラウンドの実践による基礎収益力向上

⚫ 厳選した成長投資による着実な事業立ち上げ、事業群形成に進捗

⚫ 資産売却等による事業ポートフォリオ良質化に進展

⚫ GHG排出量Scope3全カテゴリー公表など開示拡充、自然資本、ビジネスと人権の取組みを強化

⚫ 気候変動関連は、中経想定達成に向けて順調に進捗

⚫ 全社知的資本の共有・活用を可能とするプラットフォームを構築

⚫ 社員のデジタルスキル向上、DXによる定型業務効率化を推進

⚫ 人事制度改定による更なる高付加価値業務へのシフトを推進

⚫ タレントマネジメントシステム (Bloom) の導入によるグローバルでの人材最適配置を加速

1

2

3

4

5

中期経営計画 進捗状況



前提条件及び感応度

年 月期
実績

＊

＊

＊

＊

＊ 原油価格は期ずれで当社連結業績に反映されるため、それを考慮した連結業績に反映される原油価格を連結油価として推計している。
年 月期には約 ％が ～ カ月遅れ、約 ％が ～ カ月遅れ、約 が 年超遅れ、約 ％が遅れ無しで反映されると想定される。上記感応度は、連結油価に対する年間インパクト。

＊ 当社が米国で取り扱う天然ガスはその多くが に連動しない為、上記感応度は 価格の変動に対するものではなく、加重平均ガス販売価格に対するインパクト。
＊ 米国ガスの 年 月期実績欄には、 年 月～ 月の にて取引される の直近限月終値の 平均値を記載。
＊ からの受取配当金に対する影響は含まない。
＊ 鉄鉱石・原料炭の前提価格は非開示。
＊ 鉄鉱石の 年 月期実績欄には、 年 月～ 年 月の複数業界紙によるスポット価格指標 ％ の 平均値 参考値 を記載。
＊ 原料炭の 年 月期実績欄には、対日代表銘柄石炭価格 の四半期価格の平均値を記載。
＊ 銅価格の価格感応度は、 年 月～ 月の 平均価格が トン変動した場合に対するインパクト。
＊ 銅の 年 月期実績欄には、 年 月～ 月の の の平均値を記載。
＊ 上記感応度は、各国所在の関係会社が報告する機能通貨建て当期利益に対するインパクト及び一部海外出資先からの受取配当金の影響。円安は機能通貨建て当期利益の円貨換算を通じて増益要因となる。

関係会社における販売契約上の通貨である米ドルと機能通貨の豪ドルの為替変動、及び為替ヘッジによる影響を含まない。

価格変動の 年 月期
当期利益 親会社の所有者に帰属 への影響額

年 月期
前提

市況商品

原油 －

連結油価＊ 億円（ バレル）

米国ガス＊ 億円（ ）

鉄鉱石＊ 億円（ トン）
＊

原料炭 億円（ トン）
＊

銅＊ 億円（ トン）

為替＊
米ドル 億円（ 円変動あたり）

豪ドル 億円（ 円変動あたり）



3. 金属資源：持分権益生産量及び生産量実績

期
実績

期
実績

期
予想

期
予想

期
実績

期
実績

期
予想

期
予想

百万トン

■豪州鉄鉱石 ■

鉄鉱石 銅原料炭

千トン ＊ ＊＊ ＊

■ ■

持分権益
生産量
年 月時点

生産量
実績推移

＊ 、 、銅は期ズレ＊ 生産分 該当期の出資比率分 等を含む＊ 一般炭は含まない＊ は 期 に売却

期 期 期 期 期 期

期
実績

期
実績

期
予想

期
予想

＊ ＊ ＊
百万トン



4. 金属資源：主な事業一覧

商品 案件名＊ 所在国 年 月期
持分生産量 主なパートナー 当社出資比率＊ 当社損益認識 決算期

鉄鉱石

豪州 百万トン 連結
一部持分法

月

豪州 百万トン 連結
一部受取配当金

月

ブラジル 百万トン＊ 受取配当金 月

原料炭

豪州 百万トン 連結 月

豪州 百万トン 連結 月

銅

チリ 千トン＊ 持分法 月

チリ 千トン＊ 持分法 月

ニッケル フィリピン 千トン＊ 住友金属鉱山 受取配当金 月

＊ ジョイント・ベンチャー名、企業名、プロジェクト名を含む ＊ 年 月の実績 ＊ 生産能力ベース ＊ 年 月末時点



エネルギー：天然ガス・原油持分権益生産量及び埋蔵量

埋蔵量 ＊ ＊生産量 ＊ ＊

期
実績

期
実績

期
予想

期
予想

＊ 石油換算：当社連結子会社・関連会社・一般出資先の当社権益保有見合い ＊ 一部プロジェクトでは当社持分販売量を適用 ＊ 当社独自の基準による

期
実績

期
実績

期
実績

期
実績

億バレル千バレル 日

年 月時点年 月時点

■天然ガス、 ■原油 ■天然ガス、 ■原油



6. エネルギー：主な事業一覧 (生産中アセット)

事業 プロジェクト名 所在国 生産能力 株主構成・権益保有者 当社出資
（出資比率）

当社
損益認識 決算期

アブダビ 万トン 年 三井物産 受取配当金 月

＊ カタール 万トン 年 三井物産 受取配当金 月

オマーン オマーン 万トン 年 オマーン政府 他 三井物産 受取配当金 月

サハリン ロシア 万トン 年 三菱商事 受取配当金 月

豪州 万トン 年
各

三井物産
三菱商事

持分法 月

タングー
インド
ネシア

万トン 年

三菱商事

日石

当社は

及び

を通じてプロジェクト

全体の ％権益

を保有

持分法
連結

月

キャメロン 米国 万トン 年
各

三井物産 持分法 月

＊プロジェクト名をカタールガス より変更



6. エネルギー：主な事業一覧 (生産中アセット)

事業 プロジェクト名 所在国
生産実績
最新状況 株主構成・権益保有者

当社出資
出資比率

当社
損益認識 決算期

オマーン 非公表 連結 月

オマーン 非公表 連結 月

オマーン 非公表 連結 月

イタリア 非公表 連結 月

豪州 原油 千 ＊ 連結 月

豪州 非公表 連結 月

豪州 ガス コンデンセート 千 連結 月

豪州 ガス コンデンセート 千 連結 月

豪州 ガス： 千 連結 月

米国
ガス コンデンセート

千
連結 月

米国 ガス ＊

他
連結 月

米国 ガス 連結 月

＊ ＊



7. 発電事業ポートフォリオ

再生可能エネルギー ガス 石炭 石油 アジア・豪州 欧州・アフリカ・中東 米州

長期売電契約付 市場販売

燃料別発電容量比率推移 目標： 年再エネ比率 ％超
当社持分
発電容量

年

月末

年

月末

年

月末

地域別

売買形態別

年 月末現在

年 月末現在

ネット
グロス

ネット
グロス

ネット
グロス

ネット
グロス

ネット
グロス

年

月末

年

月末

発電事業ポートフォリオ明細については、当社サステナビリティウェブサイト「発電事業一覧」をご参照ください。

https://www.mitsui.com/jp/ja/sustainability/environment/climate_change/pdf/ja_projectlist_20240331.pdf


8. 要素別・セグメント別 前期比 増減要因

注 四捨五入差異により全社と各セグメントの合計は不一致
＊ その他 の金額は金属資源及びエネルギーセグメントに帰属しない為替 連結取込 を便宜上集計
＊ 資産リサイクル及び評価性 特殊要因「前期反動」の符号は、反動ではなく発生額そのものの符号

単位：億円



8. 要素別・セグメント別 前期比 増減要因

注 四捨五入差異により全社と各セグメントの合計は不一致

＊ 資源関連 市況・為替の内訳は、 の脚注に記載
＊ その他 の金額は金属資源及びエネルギーセグメントに帰属しない為替 連結取込 を便宜上集計
＊ 資産リサイクル及び評価性 特殊要因「前期反動」の符号は、反動ではなく発生額そのものの符号

単位：億円



8. 要素別・セグメント別 前期比 増減要因

注 四捨五入差異により全社と各セグメントの合計は不一致

＊ 資源関連 市況・為替の内訳は、 の脚注に記載
＊ その他 の金額は金属資源及びエネルギーセグメントに帰属しない為替 連結取込 を便宜上集計
＊ 資産リサイクル及び評価性 特殊要因「前期反動」の符号は、反動ではなく発生額そのものの符号

単位：億円



8. 要素別・セグメント別 前期比 増減要因

注 四捨五入差異により全社と各セグメントの合計は不一致

＊ 資源関連 市況・為替の内訳は、 の脚注に記載
＊ その他 の金額は金属資源及びエネルギーセグメントに帰属しない為替 連結取込 を便宜上集計
＊ 資産リサイクル及び評価性 特殊要因「前期反動」の符号は、反動ではなく発生額そのものの符号

単位：億円



期末 期末

有利子負債残高 当期末・前期末平均

当期末残高

前期末残高

期末 期末

有利子負債

短期債務

長期債務

長短債務合計

控除 リース負債 ▲ ▲

有利子負債合計

控除 現金及び現金同等物、定期預金 ▲ ▲

ネット有利子負債

親会社の所有者に帰属する持分合計

有利子負債倍率 倍

ネット

調整後ネット ＊

ネット ・調整後ネット
期 期 増減

売上総利益 ▲

販売費及び一般管理費 ▲ ▲ ▲

有価証券損益

固定資産評価損益 ▲ ▲ ▲

固定資産処分損益 ▲

雑損益

受取配当金＊

利息収支＊ ▲ ▲ ▲

持分法による投資損益 ▲

法人所得税 ▲ ▲

非支配持分損益 ▲ ▲

当期利益 親会社の所有者に帰属 ▲

連結損益・財政状態補足情報

簡易連結損益計算書

＊ 案件の配当金額は に記載
＊ 期末の劣後特約付ローン 合計 億円 、 期末の劣後特約付ローン 合計 億円 の

を資本金と見做して調整を加えたネット

有利子負債平均残高

単位：億円

＊
利息収支
内訳

利息収支 ▲ ▲ ▲

受取利息

支払利息 ▲ ▲ ▲

区分別内訳

親会社 ▲ ▲ ▲

現地法人

国内連結子会社 ▲

海外連結子会社 ▲ ▲ ▲

＊
受取配当金
明細

受取配当金

第 四半期 ▲

第 四半期 ▲

第 四半期

第 四半期

内訳

国内 ▲

海外＊



▲ ▲

期
通期

期
通期

増減 増減理由
期

事業計画

基礎営業 ▲ ▲ 原料炭価格、関連会社受取配当

当期利益 ▲

売上総利益 ▲ ▲ 原料炭価格

持分法損益 ▲ ▲ 前期 売却、銅 減損、チリ新鉱業税 、オルドス

受取配当金 ＋

販管費 ▲ ▲ ▲

その他 ▲ ▲ ▲ ▲ 前期 売却

総資産

■ ■ ■ ■

セグメント別データ

■ ■

単位：億円

期
通期

期
通期

期
通期

期
通期

業績

投資 四半期推移

「主要投資先損益」は 記載

基
礎
営
業

当
期
利
益

■ ■ ■ ■

金属資源

■
・豪州鉄鉱石 既存事業維持 ▲
・豪州原料炭 既存事業維持 ▲

期
通期

期
通期

■
・ 売却
■
・豪州鉄鉱石 既存事業維持 ▲
・豪州原料炭 既存事業維持 ▲



▲ ▲

期
通期

期
通期

増減 増減理由
期

事業計画

基礎営業 ▲ ▲ 原油・ガス価格、 物流、生産量減

当期利益 ▲

売上総利益 ▲ ▲ 原油・ガス価格、 物流、生産量減

持分法損益 ▲ ▲ 減益

受取配当金 ＋ 配当

販管費 ▲ ▲ ▲

その他 ▲ ▲ ＋ 資産除去債務取崩益、 外貨換算調整勘定実現

総資産

セグメント別データ
単位：億円

業績

エネルギー

■ ■

投資 四半期推移

■
■ ■

■▲

＊キャッシュ・フロー計算書においては財務活動によるキャッシュ・フローに区分

基
礎
営
業

当
期
利
益

期
通期

期
通期

期
通期

期
通期

■

「主要投資先損益」は 記載

■
・石油・ガス生産事業
既存事業維持等 ▲

・
・ 事業

■
・石油・ガス生産事業
既存事業維持等 ▲

・ 事業
・
・ 株式支払▲ ＊

■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■

期
通期

期
通期



期
通期

期
通期

増減 増減理由
期

事業計画

基礎営業 ▲ ▲ 資産リサイクルに伴う税金増

当期利益

売上総利益 ＋ 産機建機・船舶・自動車事業

持分法損益
＋ 前期損失反動、 取得に伴う一過性評価益、 、北米自動車、 ・ 操業開始
▲ 、 減損

受取配当金

販管費 ▲ ▲ ▲ ▲ 産機建機

その他 ▲ ▲
＋ ・ 売却益、 配当、ブラジル旅客鉄道減損 前期反動
▲ 減損、ブラジル旅客鉄道減損等、 売却に伴う税金減 前期反動

総資産

セグメント別データ
単位：億円

業績

機械・インフラ

■ ■

投資 四半期推移

期
通期

期
通期

期
通期

期
通期

基
礎
営
業

当
期
利
益

「主要投資先損益」は 記載

■
・ 売却
・航空事業保有機売却
・ 売却＋
■
・ ・ ・
・ ▲
・

■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■

▲ ▲

期
通期

期
通期

■
・ 売却
・ 売却
■
・ ▲
・ インド大型再エネ事業



■

■▲

期
通期

期
通期

増減 増減理由
期

事業計画

基礎営業 ▲ ▲ 肥料関連、 価格下落

当期利益 ▲

売上総利益 ▲
▲ 肥料関連 価格下落
＋ 操業好調

持分法損益 ▲
▲ 日本アラビアメタノール 当期定修実施、価格下落
＋ 子会社の関連会社化に伴う公正価値評価益

受取配当金

販管費 ▲ ▲ ▲ ▲ 海外化学品事業における引当金計上

その他 ▲ ▲ ▲ ＋ 売却益

総資産

セグメント別データ
単位：億円

業績

化学品

■
・
■
・ 生活産業と合計で▲
・ メタノール製造販売事業
機械・インフラと合計で▲
・物産アニマルヘルス＊▲

▲
▲

■ ■

投資 四半期推移

＊住友ファーマアニマルヘルスを取得後、 年 月に名称を変更

基
礎
営
業

当
期
利
益

期
通期

期
通期

期
通期

期
通期

「主要投資先損益」は 記載

■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■

■

期
通期

期
通期

■
・
・ 増設・メンテナンス ▲
・機能性食品容器事業 ▲
・クロールアルカリ販売事業
・ 転換社債引受け▲



■
・ 北米事業貸付金回収

期
通期

期
通期

増減 増減理由
期

事業計画

基礎営業 ▲ ▲ 関連会社配当

当期利益 ▲

売上総利益 ＋ 連結化

持分法損益 ▲ ▲ 減損

受取配当金

販管費 ▲ ▲ ▲

その他 ▲ ▲ ▲

総資産

セグメント別データ
単位：億円

業績

鉄鋼製品

■ ■

投資 四半期推移

■▲

基
礎
営
業

当
期
利
益

期
通期

期
通期

期
通期

期
通期

「主要投資先損益」は 記載

■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■

▲
▲

■▲
期

通期
期

通期

ー



期
通期

期
通期

増減 増減理由
期

事業計画

基礎営業
＋ 関連会社配当
＋ コーヒートレーディング 前期損失の反動

当期利益

売上総利益 ＋ エームサービス子会社化、アラマークユニフォームサービスジャパン子会社化

持分法損益 ＋

受取配当金

販管費 ▲ ▲ ▲ ▲ エームサービス子会社化、アラマークユニフォームサービスジャパン子会社化

その他 ▲
＋ エームサービス公正価値評価、 売却益
▲ プットオプション評価損

総資産

セグメント別データ
単位：億円

生活産業

■ ■

業績

■▲
■▲

■▲

基
礎
営
業

当
期
利
益

期
通期

期
通期

期
通期

期
通期

「主要投資先損益」は 記載

■
・
■
・エームサービス株式追加取得▲
・ ▲
・ 化学品と合計で▲
・ ▲

■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■

▲

▲

■▲

投資 四半期推移

期
通期

期
通期

■
・ 金融資産売却
■
・モロッコ ブロイラー・配合飼料製造
・欧州 コメ・パルス食品事業



202 

期
通期

期
通期

増減 増減理由
期

事業計画

基礎営業 ▲

当期利益 ▲

売上総利益 ＋ 三井物産都市開発 物流施設の売却益

持分法損益

受取配当金 ▲

販管費 ▲ ▲ ▲

その他 ▲ ▲ 前期資産売却益反動 不動産他

総資産

セグメント別データ
単位：億円

業績

次世代・機能推進

▲

▲

■ ■

投資 四半期推移

基
礎
営
業

当
期
利
益

期
通期

期
通期

期
通期

期
通期

「主要投資先損益」は 記載

■
・海外不動産売却
・国内不動産一部売却
・アルティウスリンク一部資金回収
■
・アルティウスリンク＊▲
・不動産取得

■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■

＊りらいあコミュニケーションズ株式を追加取得後、 エボルバと経営統合し、アルティウスリンクとして発足

期
通期

期
通期

■
・米国不動産売却
・シンガポール不動産売却
・国内不動産一部売却



会社名 事業内容
損益比率

％
区分＊ 決算月

期＊ 期＊

増減
累計 実績 年間累計 年間累計

金属資源

豪州鉄鉱石事業＊ 豪州鉄鉱石の採掘・販売 子

からの受取配当金＊ ブラジル総合資源開発事業 社外

＊ 豪州原料炭関連事業への投資 子 関 ▲

＊ チリ銅事業会社 への投融資 子 ▲ ▲ ▲ ▲ ▲

チリコジャワシ銅鉱山への投資 子 ▲

オルドス電力冶金 合金鉄・化学品製品・コークス原料等の製造・販売 関 ▲

三井物産メタルズ 非鉄原料及び非鉄製品の販売・貿易 子 ▲

エネルギー

エネルギー第一

三井石油開発 石油・天然ガス・地熱資源の探鉱・開発・生産 子

石油・天然ガスの探鉱・開発・生産 子 ▲ ▲

＊ 石油天然ガス開発販売 子 ▲

＊ 石油・天然ガスの探鉱・開発・生産 子 ▲

石油・天然ガスの探鉱・開発・生産 子 ▲ ▲ ▲ ▲

＊ ＊ 石油・天然ガスの探鉱・開発・生産 子 ▲

石油・天然ガスの探鉱・開発・生産 子 ▲

＊ 石油・天然ガスの探鉱・開発・生産 子 ▲ ▲ ▲ ▲

石油・バイオ燃料・ ・排出権のトレーディング 子 ▲ ▲

グローブ の輸入・販売、新エネルギー関連事業 関

エネルギー第二

事業受取配当金＊ 事業 サハリン 、アブダビ、オマーン、カタール 社外

＊ 石油天然ガス開発販売 関

米国 事業への投資、 販売 子 ▲

モザンビークでの天然ガスの開発・生産 関 ▲ ▲ ▲

ロシア石油・天然ガスの開発・販売 関 ▲ ▲ ▲

エネルギーソリューション

天然ガス、電力及び石油の現物・先物取引 子 ▲

米国 領域の事業開発・事業管理 子 ▲

電池パック開発・製造・販売 関 ▲ ▲ ▲ ▲

主要投資先損益
単位：億円



会社名 事業内容
損益比率

％
区分＊ 決算月

期＊ 期＊

増減
累計 実績 年間累計 年間累計

機械・インフラ

プロジェクト

事業関連会社＊ 国内外発電事業 子 関

への投資 子 ▲ ▲ ▲ ▲ ▲

ブラジルユーティリティ設備賃貸・運用・保守 子

ガス配給事業＊ ブラジル・メキシコガス配給事業への投資 子

リース事業関連会社＊ リース事業 関

ドリルシップ事業＊ 超深海鉱区掘削船リース事業への投資 子 ▲

三井物産プラントシステム 各種プラント、電力関連設備、鉄道機器の販売 子

東京国際エアカーゴターミナル株式会社 東京国際空港国際線貨物ターミナルの運営 子 ▲

港湾事業＊ 港湾ターミナルの開発・運営 子 関 ▲ ▲

上水供給事業への投資 子

水処理、発電・電力供給、エネルギーマネジメント等 子

モビリティ第一

米州自動車 トラック関連事業＊ 米州自動車 トラック関連事業 子 関

自動車販売・総合ソリューション事業 関 ▲

への投資 子 ▲

南米自動車販売金融事業＊ 南米自動車販売金融事業 子 関 ▲

アジア自動車関連事業＊ アジア自動車関連事業 関

二輪車販売金融 関 ▲

産機・建機関連事業＊ 産機・建機関連事業 子 関

ブラジル一般貨物輸送事業 関 ▲ ▲

ガラナアーバンモビリティ＊ ブラジル旅客鉄道事業への投資 子

モビリティ第二

船舶関連子会社＊ トレーディング・サービス事業、アセット投資、新規事業開発 子

航空関連事業会社＊ 航空関連事業 子 関 ▲

主要投資先損益
単位：億円



会社名 事業内容
損益比率

％
区分＊ 決算月

期＊ 期＊

増減
累計 実績 年間累計 年間累計

化学品

ベーシックマテリアルズ

米国メタノール製造事業への投資及び販売 子 ▲

日本アラビアメタノール サウジアラビアメタノール製造事業への投資及び販売 子 ▲

化学品タンクのリース 子 ▲

塩田事業 子

三井物産ケミカル 溶剤・塗料等関連化学品原料の国内販売及び貿易 子 ▲

パフォーマンスマテリアルズ

三井物産プラスチック 合成樹脂等の内販、輸出入 子 ▲

合成樹脂及び関連材料･その他のマーケティング･販売 子 ▲

住生活マテリアル関連事業＊ 生活資材関連事業 子 関 ▲

リニアアルキルベンゼンの製造・販売事業 関 ▲

繊維強化圧力タンクメーカー 関 ▲ ▲

ニュートリション・アグリカルチャー

海外農薬事業＊ 海外での農薬製造、販売事業 子 関 ▲

中南米農業資材事業＊ 中南米での農業資材販売・営農指導サービスの提供 子 ▲ ▲ ▲

ペルー燐砿石プロジェクトへの投資 関 ▲

三井物産アグロビジネス＊ 肥料製品・原料の販売及び農業資材の開発･販売 子

飼料添加物の製造･販売 子 ▲ ▲ ▲ ▲ ▲

機能性食品素材の製造・販売 関

鉄鋼製品

三井物産スチール＊ 鋼材等の国内販売、貿易 子 関 ▲

エムエム建材＊ 建設鋼材事業・製鋼原料事業 関 ▲

日鉄物産＊ 鉄鋼を中心とした販売及び輸出入 関

事業会社＊ 自動車向けプレス部品事業 関 ▲ ▲ ▲

＊ 鋼材加工販売会社への投資 関 ▲

鉄鋼製品の製造・販売 関 ▲

風力発電用タワー・フランジの製造 関

主要投資先損益
単位：億円



会社名 事業内容
損益比率

％
区分＊ 決算月

期＊ 期＊

増減
累計 実績 年間累計 年間累計

生活産業

食料

農地リース事業 子 ▲

穀物の集荷・輸出事業 子 ▲ ▲

三井製糖ホールディングス＊ 精製糖並びに砂糖関連商品の製造、販売 関

砂糖の製造、販売 子 ▲ ▲ ▲ ▲ ▲

フィード・ワン＊ 配合飼料の製造・販売 関

プライフーズ ブロイラーの生産・加工・販売 子

サーモン養殖・加工・販売事業会社への出資 子 ▲ ▲ ▲ ▲

スターゼン＊ 食肉の加工・販売、食肉製品・食品の製造・販売等 関

精米、こめ加工品、豆類等の製造販売 関

エビ養殖事業への投資 関

流通事業

国内流通関連事業会社＊ 国内流通関連事業 子

ファッション事業＊ ファッション事業 子 関

加工油脂食品会社への投資 子

ウェルネス事業

ヘルスケア関連事業 関 ▲

エームサービス 給食サービス業 子

アラマークユニフォームサービスジャパン ユニフォームのレンタル・販売・クリーニングサービス 子

＊ 医療人材派遣事業への投資 子 ▲

主要投資先損益
単位：億円



会社名 事業内容
損益比率

％
区分＊ 決算月

期＊ 期＊

増減
累計 実績 年間累計 年間累計

次世代・
機能推進

事業

三井情報 総合サービス 子

アルティウスリンク＊ コンタクトセンター 事業 関

ジャパン＊ テレビショッピングを主体とした通信販売 関 ▲

ワールド・ハイビジョン・チャンネル 衛星基幹放送事業 子

三井物産セキュアディレクション サイバーセキュリティ事業 子

コーポレートディベロップメント

三井リース 総合リース業 関

三井物産グローバルロジスティクス 国内物流倉庫事業及び国際複合一貫輸送事業 子

エネルギー・非鉄・貴金属デリバティブ取引 子 ▲

三井物産アセットマネジメント・ホールディングス 不動産アセットマネジメント事業 子

三井物産都市開発 不動産の売買・賃貸借・仲介 子

海外不動産事業＊ 海外不動産事業 子 ▲ ▲

＊ 米国リアルアセット所有・運営事業への出資 子

主要投資先損益

＊ の会社については、該当する事業の会社の連結業績をそれぞれ合計したものです。
＊ 及び 事業の受取配当金は税前の金額を表示しています。
＊ の会社の“ については、パートナーとの守秘義務契約があることや、上場会社で決算発表前であるなどの理由により、実績の公表を差し控えさせていただきます。
＊ 期年間累計の業績には、 年 月に売却した の業績が含まれています。
＊ 、 、 及び は、別個の投資元が納税主体であるため、税前の業績を表示しています。
＊ は 期 に保有する 油田事業の権益を売却したことに伴い、連結決算対象会社から除外されました。
＊ は、 期 に実施した再編に伴い、 に吸収合併され、解散しました。
＊ エムエム建材は 期 まで三井物産スチールに含まれていましたが、再編に伴い、 期 より個別に業績を開示することにしました。
＊ は 年 月に に社名を変更しました。
＊ りらいあコミュニケーションズは、 エボルバと経営統合し、 年 月 日にアルティウスリンクとして発足しました。 期年間累計はりらいあコミュニケーションズの業績を表示しています。
＊ また 期 累計及び年間累計業績の一部には、りらいあコミュニケーションズの業績が含まれます。
＊ 区分欄で「子」は連結子会社、「関」は持分法適用会社、「社外」は一般社外宛投資を意味します。
＊ 連結子会社・関連会社の取込損益はグループ内取引消去、会計基準差調整、投資実行に伴い発生する有形・無形固定資産償却などの連結調整仕訳反映後の業績を表示しているため、各連結子会社・関連会社が公表する
＊ 業績とは異なる場合があります。また、区分欄「関」の関連会社については未分配利益税効果の影響を含まない業績を表示しています。

単位：億円



項目 鉄鋼製品 生活産業
次世代・
機能推進

合計
その他、
調整 消去

連結合計
食料 流通事業 ウェルネス

売上総利益

持分法による投資損益

当期利益
親会社の所有者に帰属

▲

総資産
年 月 日現在

▲

基礎営業

年 月期通期 年 月 日 年 月 日

項目 金属資源 エネルギー
機械・
インフラ

化学品エネルギー
第一

エネルギー
第二

エネルギー
ソリューション

プロジェクト
モビリティ
第一

モビリティ
第二

ベーシック
マテリアルズ

パフォーマンス
マテリアルズ

ニュートリション・
アグリカルチャー

売上総利益

持分法による投資損益 ▲

当期利益
親会社の所有者に帰属

▲

総資産
年 月 日現在

基礎営業 ▲

オペレーティング・セグメント情報 当期
単位：億円



項目 鉄鋼製品 生活産業
次世代・
機能推進

合計
その他、
調整 消去

連結合計
食料 流通事業 ウェルネス

売上総利益

持分法による投資損益

当期利益
親会社の所有者に帰属

▲

総資産
年 月 日現在

▲

基礎営業 ▲ ▲

年 月期通期 年 月 日 年 月 日

項目 金属資源 エネルギー
機械・
インフラ

化学品エネルギー
第一

エネルギー
第二

エネルギー
ソリューション

プロジェクト
モビリティ
第一

モビリティ
第二

ベーシック
マテリアルズ

パフォーマンス
マテリアルズ

ニュートリション・
アグリカルチャー

売上総利益

持分法による投資損益 ▲

当期利益
親会社の所有者に帰属

▲

総資産
年 月 日現在

基礎営業 ▲

オペレーティング・セグメント情報 前期
単位：億円



成長投資の進捗 年 月 年 月

◆投資の意思決定、及びパイプラインの拡充は順調に進捗

攻め筋 投資決定

⚫ 【自動車】米国 トラックオークション事業 の株式取得

⚫ 【素材】欧州 塗料製造・販売事業会社 への増資

⚫ 【デジタルインフラ】米国 サイバーセキュリティ事業 への出資参画

⚫ 【電池】米国 への出資参画

⚫ 【天然ガス】ベトナム ガス田開発の最終投資決断の実行

⚫ 【タンパク質】インド 大手ブロイラー事業者 への出資参画

⚫ 【ニュートリション】シンガポール 漢方製造販売企業ユーヤンサンへの出資参画

投資パイプラインの拡充

⚫ 【カーボンマネジメント】
中国電力とマレーシア・日本間の バリューチェーン
構築に関する覚書締結

三菱セメント及びレゾナックとマレーシア・日本間に
おける 共同検討に関する覚書締結

⚫ 【次世代燃料】
北海道苫小牧地域を拠点としたアンモニアサプライ
チェーン構築に向けた共同検討の開始

適時開示・リリース・トピックス案件については、当社ウェブサイトをご参照ください。
リリース 三井物産株式会社

https://www.mitsui.com/jp/ja/release/index.html


年 月期主な公表案件一覧 第 四半期再掲

＊ ＊ ＊

開示月 攻め筋 開示案件 投資決定
資産

リサイクル

パイプ
ライン
拡充他

月 オマーン国ドゥクム経済特区における低炭素鉄源製造プラントの事業化検討 〇 トピックス

月 アイスランドのバイオシミラー開発・製造事業者 社の転換社債取得 〇 リリース

月 におけるクリーンアンモニア生産プロジェクトに関する共同スタディの基本合意書締結 〇 トピックス

月 米国におけるバイオディーゼル燃料ソリューション機器製造販売会社 社の優先株式引受 〇 トピックス

月 米国テキサス州のシェールガス／タイトガス開発・生産事業へ参画 〇 リリース

月 マレーシアのサイバーセキュリティサービス企業 への追加出資 〇 トピックス

月 フィリピン総合インフラ会社 の公開買付けの開始予定に関するお知らせ 〇 適時開示

月 核融合エネルギー関連企業／京都フュージョニアリング社への出資参画 〇 トピックス

月 旭化成と三井物産、バイオメタノールの供給・調達体制構築 〇 トピックス

月 への出資参画 〇 リリース

月 碧南火力発電所 号機アンモニア混焼実証事業向け供給契約の締結 〇 トピックス

月 傘下の機能性食品素材事業の株式取得 〇 適時開示

月 マイクロ波を用いた低炭素リチウム鉱石製錬技術の共同開発契約締結 〇 トピックス

月 マレーシアにおける 事業の共同開発に関する契約締結 〇 トピックス

月 英国パイプライン向け補修機器・技術サービス事業会社 の全株取得 〇 リリース

月 デンマークにおける世界初の メタノール製造・販売事業への出資参画 〇 リリース

月 脱炭素化の共創事業を行う 株式会社設立及びパートナー企業とデカボビジネス開始 〇 トピックス

月 ジャパンの第三者割当増資の引受けについて 〇 リリース

月 エボルバとりらいあコミュニケーションズ、統合会社アルティウスリンクを発足 〇 トピックス

月 太陽石油と国産 製造事業の共同検討を開始 〇 トピックス

＊

＊

＊

適時開示・リリース・トピックス案件については、当社ウェブサイトをご参照ください。
リリース 三井物産株式会社

https://www.mitsui.com/jp/ja/topics/2023/1246317_13930.html
https://www.mitsui.com/jp/ja/release/2023/1246313_13866.html
https://www.mitsui.com/jp/ja/topics/2023/1246352_13930.html
https://www.mitsui.com/jp/ja/topics/2023/1246392_13930.html
https://www.mitsui.com/jp/ja/release/2023/1246394_13866.html
https://www.mitsui.com/jp/ja/topics/2023/1246447_13930.html
https://www.mitsui.com/jp/ja/release/2023/1246449_13866.html
https://www.mitsui.com/jp/ja/topics/2023/1246591_13930.html
https://www.mitsui.com/jp/ja/topics/2023/1246709_13930.html
https://www.mitsui.com/jp/ja/release/2023/1246713_13866.html
https://www.mitsui.com/jp/ja/topics/2023/1246745_13930.html
https://www.mitsui.com/jp/ja/release/2023/1246774_13866.html
https://www.mitsui.com/jp/ja/topics/2023/1246644_13930.html
https://www.mitsui.com/jp/ja/topics/2023/1246778_13930.html
https://www.mitsui.com/jp/ja/release/2023/1246810_13866.html
https://www.mitsui.com/jp/ja/release/2023/1246816_13866.html
https://www.mitsui.com/jp/ja/topics/2023/1246853_13930.html
https://www.mitsui.com/jp/ja/release/2023/1246951_13866.html
https://www.mitsui.com/jp/ja/topics/2023/1246949_13930.html
https://www.mitsui.com/jp/ja/topics/2023/1246954_13930.html
https://www.mitsui.com/jp/ja/release/index.html


年 月期主な公表案件一覧 第 四半期再掲

開示月 攻め筋 開示案件 投資決定
資産

リサイクル

パイプ
ライン
拡充他

月 の株式の譲渡に関するお知らせ 〇 適時開示

月 米国インフラ補修事業者 社への出資参画 〇 トピックス

月 エクアドル エビ養殖事業への出資参画 〇 適時開示

月 米国再生農業事業会社 社への出資参画 〇 トピックス

月 米国化粧品製造受託事業者の買収 〇 リリース

月 の株式の譲渡に関するお知らせ 〇 適時開示

月 子会社が運用する東南アジア森林資源ファンドへの出資について 〇 トピックス

月 大阪の臨海工業地帯を拠点とした水素・アンモニアサプライチェーン構築に向けた共同検討を開始 〇 トピックス

月 再生可能天然ガスの製造・販売事業を行う米 社への出資参画 〇 リリース

月 船内エネルギー効率の最適化を推進するフィンランドの舶用システムインテグレーターへの出資参画 〇 トピックス

月 から米国商業宇宙ステーション接続型の日本実験棟後継機の概念検討の実施者に選定 〇 トピックス

月 台湾海龍洋上風力発電事業の最終投資決断の実行 〇 適時開示

月 ポルトガル 社との再生可能ディーゼル及び 製造事業の共同推進 〇 リリース

月 米国の医薬品治験最適化ソリューション事業者 への出資参画 〇 トピックス

月 インドネシア 冷蔵・冷凍物流網を持つ食品卸事業会社 への出資参画 〇 トピックス

月 インドネシア タングー 拡張プロジェクト 液化天然ガス の出荷開始について 〇 トピックス

月 オマーン プロジェクトの権益延長について 〇 トピックス

月 敦賀港における浮体式貯蔵再ガス化設備 を用いた水素・アンモニアサプライチェーン構築に関する事業化調査実施について 〇 トピックス

適時開示・リリース・トピックス案件については、当社ウェブサイトをご参照ください。
リリース 三井物産株式会社

https://www.mitsui.com/jp/ja/release/2023/1247043_13866.html
https://www.mitsui.com/jp/ja/topics/2023/1246999_13930.html
https://www.mitsui.com/jp/ja/release/2023/1247045_13866.html
https://www.mitsui.com/jp/ja/topics/2023/1247110_13930.html
https://www.mitsui.com/jp/ja/release/2023/1247019_13866.html
https://www.mitsui.com/jp/ja/release/2023/1247212_13866.html
https://www.mitsui.com/jp/ja/topics/2023/1246799_13930.html
https://www.mitsui.com/jp/ja/topics/2023/1247217_13930.html
https://www.mitsui.com/jp/ja/release/2023/1247225_13866.html
https://www.mitsui.com/jp/ja/topics/2023/1247227_13930.html
https://www.mitsui.com/jp/ja/topics/2023/1247312_13930.html
https://www.mitsui.com/jp/ja/release/2023/1247494_13866.html
https://www.mitsui.com/jp/ja/release/2023/1247488_13866.html
https://www.mitsui.com/jp/ja/topics/2023/1247508_13930.html
https://www.mitsui.com/jp/ja/topics/2023/1247618_13930.html
https://www.mitsui.com/jp/ja/topics/2023/1247626_13930.html
https://www.mitsui.com/jp/ja/topics/2023/1247628_13930.html
https://www.mitsui.com/jp/ja/topics/2023/1247662_13930.html
https://www.mitsui.com/jp/ja/release/index.html


年 月期主な公表案件一覧 第 四半期再掲

開示月 攻め筋 開示案件 投資決定
資産

リサイクル

パイプ
ライン
拡充他

月 マレーシアのデジタルマーケティング事業持株会社 への追加投資 〇 リリース

月 ペルーの露天掘り・坑内掘り向け鉱山機械販売・サービス会社の株式取得と今後の事業統合 〇 リリース

月 モビリティの電動化に向けた総合的な電池サービス を手掛ける仏 社への出資参画 〇 トピックス

月 フィリピン総合インフラ会社 の新規株式割当の引受けに関するお知らせ 〇 適時開示

月 エジプトでの種鶏生産及びブロイラー生産・処理・加工食品の製造、販売の一貫生産事業への出資参画 〇 リリース

月 の株式譲渡に関するお知らせ 〇 適時開示

月 シンガポール トゥアス地区における物流倉庫の開発事業「 プロジェクト」の実施について 〇 トピックス

月 量子乱数を活用した「量子コンピュータ耐性 プラットフォーム」を構築 〇 トピックス

月 マツダと三井物産、中国地域の森林で創出された クレジットに関する売買契約を締結 〇 トピックス

月 新潟県村上市及び胎内市沖における洋上風力発電事業者に選定 〇 トピックス

月 米国メキシコ湾沖合 油田事業の権益売却及び特定子会社の異動 解散・清算 に関するお知らせ 〇 適時開示

月 の株式の譲渡に関するお知らせ 〇 適時開示

月 米国でのスタートアップ投資ファンド への出資について 〇 トピックス

月 ノルウェーの水素タンク・システム、車両インテグレーション事業者 社の転換社債追加引受け 〇 リリース

月 「 」ブランドでモビリティ電動化事業を展開するインド 社への出資参画 〇 リリース

月 米国で回収 を活用したメタノール生産開始 〇 トピックス

月 ブラジルにおけるバイオマテリアル事業の共同検討に関する基本合意書締結 〇 トピックス

月 上智大学向け太陽光発電による長期売電契約締結 〇 トピックス

月 量子コンピューティングをグローバル展開する 社への出資参画、日本・アジア大洋州地域における販売代理店契約の締結 〇 リリース

月 福島県相馬地区におけるアンモニア供給拠点の構築に向けた共同検討の開始 〇 トピックス

適時開示・リリース・トピックス案件については、当社ウェブサイトをご参照ください。
リリース 三井物産株式会社

https://www.mitsui.com/jp/ja/release/2023/1247728_13866.html
https://www.mitsui.com/jp/ja/release/2023/1247734_13866.html
https://www.mitsui.com/jp/ja/topics/2023/1247732_13930.html
https://www.mitsui.com/jp/ja/release/2023/1247766_13866.html
https://www.mitsui.com/jp/ja/release/2023/1247768_13866.html
https://www.mitsui.com/jp/ja/release/2023/1247866_13866.html
https://www.mitsui.com/jp/ja/topics/2023/1247899_13930.html
https://www.mitsui.com/jp/ja/topics/2023/1247985_13930.html
https://www.mitsui.com/jp/ja/topics/2023/1247987_13930.html
https://www.mitsui.com/jp/ja/topics/2023/1247996_13930.html
https://www.mitsui.com/jp/ja/release/2023/1247999_13866.html
https://www.mitsui.com/jp/ja/release/2023/1248008_13866.html
https://www.mitsui.com/jp/ja/topics/2023/1248006_13930.html
https://www.mitsui.com/jp/ja/release/2023/1248075_13866.html
https://www.mitsui.com/jp/ja/release/2023/1248078_13866.html
https://www.mitsui.com/jp/ja/topics/2024/1248162_14382.html
https://www.mitsui.com/jp/ja/topics/2024/1248262_14382.html
https://www.mitsui.com/jp/ja/topics/2024/1248296_14382.html
https://www.mitsui.com/jp/ja/release/2024/1248258_14376.html
https://www.mitsui.com/jp/ja/topics/2024/1248354_14382.html
https://www.mitsui.com/jp/ja/release/index.html


年 月期主な公表案件一覧 第 四半期

開示月 攻め筋 開示案件 投資決定
資産

リサイクル

パイプ
ライン
拡充他

月 欧州塗料製造・販売事業への増資 〇 リリース

月 ブラジル複合一貫貨物輸送会社 の一部株式譲渡に関するお知らせ 〇 適時開示

月 中国電力とマレーシア・日本間の バリューチェーン構築に関する覚書締結 〇 トピックス

月 三井物産、みずほ銀行、みずほイノベーション・フロンティア、 の資本業務提携について 〇 トピックス

月 三井物産流通グループ株式会社発足について 〇 トピックス

月 カーボンニュートラル社会実現 に向けた海外産バイオメタンの輸入 〇 トピックス

月 Shopify Japanとの国内Eコマース事業者向け配送DXサービス展開 〇 トピックス

月 インドの大手ブロイラー事業者への出資参画 〇 リリース

月 ブラジル最大規模のリチウム鉱区を持つ米Atlas Lithium Corporationへの出資参画 〇 トピックス

月 ベトナムBlock Bガス田開発の最終投資決断の実行 〇 適時開示

月 ＵＢＥ三菱セメント及びレゾナックとマレーシア・日本間におけるCCS共同検討に関する覚書締結 〇 トピックス

月 シンガポール漢方薬製造販売企業ユーヤンサンの株式の取得について 〇 リリース

月 米トラックオークション事業に参入 〇 リリース

月 米サイバーセキュリティ事業に参入 〇 トピックス

月 北海道苫小牧地域を拠点としたアンモニアサプライチェーン構築に向けた共同検討の開始について 〇 トピックス

適時開示・リリース・トピックス案件については、当社ウェブサイトをご参照ください。
リリース 三井物産株式会社

https://www.mitsui.com/jp/ja/release/2024/1248447_14376.html
https://www.mitsui.com/jp/ja/release/2024/1248507_14376.html
https://www.mitsui.com/jp/ja/topics/2024/1248518_14382.html
https://www.mitsui.com/jp/ja/topics/2024/1248498_14382.html
https://www.mitsui.com/jp/ja/topics/2024/1248701_14382.html
https://www.mitsui.com/jp/ja/topics/2024/1248831_14382.html
https://www.mitsui.com/jp/ja/topics/2024/1248897_14382.html
https://www.mitsui.com/jp/ja/release/2024/1248949_14376.html
https://www.mitsui.com/jp/ja/topics/2024/1248955_14382.html
https://www.mitsui.com/jp/ja/release/2024/1248969_14376.html
https://www.mitsui.com/jp/ja/topics/2024/1248979_14382.html
https://www.mitsui.com/jp/ja/release/2024/1249004_14376.html
https://www.mitsui.com/jp/ja/release/2024/1249069_14376.html
https://www.mitsui.com/jp/ja/topics/2024/1249071_14382.html
https://www.mitsui.com/jp/ja/topics/2024/1249076_14382.html
https://www.mitsui.com/jp/ja/release/index.html
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